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弄 花 香 浦 衣
校長 東海林 孝 吉

「花 を もて あ そ べ ば 、香 り衣 に満 つ」 なん と

も気品溢 れ る18文字 です。春 の暖 か な野辺の

草むらで子 ど もたちが花 摘み野遊 び をしてい

るうち に 、 そ の 花 々 の快 い香 りが 子 ど もた ち

の衣服 に 移 っ て、 ふ と気 が つ く とい つ の 間 に

か自分の体 全体が花 の良い香 りに満 た されて

いる、そんな姿が 目に浮 かびます。

教育は、感化であるとよ く言われます。 「弄

花香満 衣」 とい う言 葉 は、感化 の教 育 を如実

に言 い 表 し諭 して くれ る言 葉 だ と思 い ます 。

花と遊 ぶ子 どもは、杉五の子。 そ してその子

どもた ち に良 い香 りをつ け る花 は 、 私 た ち教

師と親であ る大人たちです。

「校長先生、先生 た ちって どうして骨、運動

靴はい て るの 」 と、 ピ カ ピ カ の 一 年 生 は とて

も敏感です。 「あの先生 はいいな あ。休み時

間遊 ん で くれ て」 「先 生 怒 る と怖 い け ど、 と

てもや さ しいか ら好 き」 と上 級 生 は鋭 い です 。

子 どもた ちは、教 師の一挙 手一投 足 をよ く

観てい ます。髪形 や服装 の変化 、何 気 ない表

情や 言 動 を よ く観 て い て 、 子 ど もた ちの 発 す

る言 葉 に は っ とす る こ とが 度 々 あ ります 。 慈

雨の大地 に絡 み入 る如 く、毎 日の生活の 中で

じわ り じわ り と絡 み こ んで い く感 化 の 教 育 こ

そ子 どもの人格形成 に大 きな影響 を与 えます。

「私 が 先 生 に な っ た と き」

私 が 先 生 に な っ た と き

自 分 が 真 理 か ら 目 を 背 け て

子供 た ち に本 当の こ とが語 れ るか

私 が 先 生 に な っ た と き

自 分 の 未 束 か ら 目 を 背 け て

子 供 た ち に 明 日 の こ とが 語 れ る か

生活の目標

学校 をきれ い にしましょう

（ものを大切 にしましょう）

私 が 先 生 に な っ た と き

自 分 が理 想 を持 た ない で

子 供 た ちに い っ た い どん な 夢 が語 れ るか

私 が 先 生 に な っ た と き

自 分 が理 想 を持 た ない で

子 供 た ちに胸 を張 れ と言 え るか

私 が 先 生 に な っ た と き

自 分 が ス ク ラ ム の 外 に い て

子 供 た ち に 仲 良 く し ろ と言 え る か

私 が 先 生 に な っ た と き

一 人 子 を汚 さずに 自 分 の腕 を組 ん で

子 供 た ちに頑 張 れ、 頑張 れ と言 える か

私 が 先 生 に な っ た と き

自 分 が 戦 い か ら 目 を 背 け て

子 供 た ち に 勇 気 を 出 せ と言 え る か

【作者は宮澤賢治 とか作者不明の説あ り】

感化 の教 育 には、その ための環境づ くりが

必要 です。環境 とい う と施設設備の環境 を思

い過 しがちですが、子 どもに最 も大 きな影響

を与 える環境 は、人 的な環境 です。 とりわけ、

親と教 師の影響が一番 だ と思 います。 「子 ど

もを見 れば親がわか る」 と昔か ら言 われてい

るの もそのためです。 そ して、人 間性豊か な

教師か ら薫 陶 を受 け られる子 どもたちは幸せ

であ る と思 い ます 。

いつの時代で．も子 どもたちは感化 されて育

つのですか ら、教 師や親 に求 め られるのは、

自 らを律 す る姿勢 であ る と思 い ます。

そ して 、 同 じ教 師や 親 か らで も、 子 ど もた

ち一人ひ と りは、受 け止 め方が違 い ます。素

直に聞 く姿勢や学ぶ姿勢 のある子 は、教 わっ

たこ と以 上 の こ とを 身 に付 け ます 。 さ らに、

家庭や地域社会が、上記の詩の ような「先生」

にな っ て い る と き、 子 ど もた ち は 人 と して の

生き方 を学 び ます。

春欄漫、生命の躍動する五月、杉五小の教

職員 は 自 らを律 しなが ら頑 張 っ て まい ります。

・ 今 月 の 目橿

保健の目標

自分のからだを知ろう
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給食の目標

時間を守って

食 べ ましょう


